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はじめに

「きもの」とは何か？→江戸時代の「小袖」が原型

ルイス・フロイス『日欧文化比較』

われわれの衣服はほとんど一年の四季を通じて
同じである。日本人は一年に3回変える。
夏帷子（naccu catabira）、
秋袷（aqi avaxe）、
冬着物（fuyu qimao)



◎小袖 白地桐竹模様綾
室町時代・15世紀 東京国立博物館
足利10代将軍義稙所用 1511年頃

◎縫箔紅白段八橋短冊模様
安土桃山時代・１６世紀 東京国立博物館
毛利家伝来
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『源氏物語絵巻』 「宿木 一」 唐衣裳姿



室町時代・直垂（正装）姿の武士

桃井直詮（14c末～15c） 足利義輝（1536～65）



室町時代後期・裃姿（略礼装）姿の武士

織田信長（１５３４−１５８２）細川蓮丸（天正１５年＜１５７８＞没 １２歳）
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◎縫箔白練緯地草花肩裾模様 安土桃山時代 16世紀
東京国立博物館



上：小袖紅萌黄片身替練緯地洲浜取草花模様（復元）平成11年
右：小袖裂紅萌黄片身替練緯地洲浜取草花模様 安土桃山時代

いずれも 丸紅株式会社

















小袖紅地雪持橘模様唐織
安土桃山時代 16世紀
京都国立博物館



『天工開物』国会図書館（明和８年刊）
明時代における「空引機」の図



小袖染分綸子地松皮段模様
江戸時代 17世紀
京都国立博物館



◎縫箔白練緯地四季草花四替模様
安土桃山時代 16世紀 京都国立博物館

◎縫箔紫練緯地段花菱円草花模様
安土桃山〜江戸時代初期 16〜17世紀

平野美術館



振袖 白綸子地大菊小花模様
江戸時代前期 東京国立博物館

美人立姿図 江戸時代・17世紀
千葉市美術館

寛
文
期

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
江戸時代前期、徳川２代将軍秀忠の娘、東福門院和子が江戸から京都へ移り、後水尾天皇のもとに入内します。それ以降、東福門院和子が京都の呉服商・雁金屋に発注し、京都で流行した「御所風」は、動きのある大胆なデザインの「寛文小袖」のスタイルで、きもののデザインに革命を起こしました。「寛文美人図」に描かれる遊女たちもこのスタイルの小袖を着用し、遊女のファッションに憧れた庶民へも広がっていきました。



上：帷子濃茶麻地菊棕櫚模様
江戸時代 17世紀 京都国立博物館

左：『新撰御ひいなかた』東京国立博物館



小袖 白綸子地流水藤模様
江戸時代・17世紀 東京国立博物館
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天和の禁令と菱川師宣の雛形本
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左：振袖白縮緬地衝立鷹模様
中央：小袖茶平絹地椿柳掛軸模様

以上、江戸時代 18世紀
東京国立博物館

右：小袖染分縮緬地京名所模様
江戸時代 18世紀
国立歴史民俗博物館

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
京都の扇絵師、宮崎友禅が描く扇絵の流行から始まったのが、貞享年間における友禅染の流行です。友禅模様の流行とその後の展開は、当時、毎年のように発行された小袖のデザインブックにも掲載されています。貞享5年に刊行された『友禅ひいなかた』には「上は日のめもしらぬおく方下は泥ふむ女のわらはにいたるまで此風流になれり」と記され、貞享年間にブームが生まれたことが伺えます。



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
中世に生まれた防染剤としての糊の発達は、友禅染の技術開発とその流行につながっていきます。青花で下絵をかき、



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
口金をつけた筒、これは、柿渋を塗った和紙でできていますが、ここに糊を入れ、



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
模様の輪郭に沿って糸目糊を置いていきます。



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
糸目糊で輪郭を取った後、色を挿し、



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
口金をつけた筒に糊を入れ、模様を入れた部分に糊伏せをし、刷毛で地色を引き染めした後に高温で蒸すことで、繊細なぼかしの入った染色を定着させました。



小
袖

白
縮
緬
地
衝
立
鷹
模
様

江
戸
時
代

十
八
世
紀

東
京
国
立
博
物
館
所
蔵

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この日本独特の染色技法は、着物に絵画のような模様を染めることを可能にしました。



西川祐信筆『福禄寿』より三井呉服店 東京国立博物館



左：婦女納涼図 西川祐信筆 江戸時代 18世紀 東京国立博物館
右：小袖藍縮緬地燕子花八橋模様 江戸時代 18世紀 Jフロントリティリング史料館

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
京都の絵師、尾形光琳が京都から江戸へと向かい、再び京都へ戻った死後、大流行する「光琳模様」は、京都の西川祐信の肉筆浮世絵や絵本によって知られ、享保年間から元文年間にかけて江戸にも広まり、大流行しました。



小袖紺縮緬地立涌水草模様
江戸時代 18世紀
J. フロントリテイリング史料館

振袖茶平絹地流水燕子花模様
江戸時代 18世紀
J. フロントリテイリング史料館

小袖藍紗綾地柳燕模様
江戸時代 18世紀
福岡市博物館

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
江戸時代中期、１８世紀半ば頃より始まった「白上がり」や「素縫い」による散らし模様、映える藍や茶といった暗色系の色の流行は、享保１７年に刊行された「むかしむかし物語」に見られる「遠く隔りて群行を見れば，何が若いやら 何が老女やら，中々見わけ難し 」と言われるように、若い女性でも年増の女性でも同じ様なミニマルなデザインを好んだ、この時代の美意識が感じられます。こういった細い糸目糊の技術によって染められた、白上がりの散らし模様は、糊防染の発達がなければ、成し得なかったことです。



小袖 鼠色小紋地四君子短冊模様
江戸時代・19世紀
東京国立博物館
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
伊勢型紙の技術的進歩は、江戸時代後期における日本人の好みと出会った時、小紋、中形、大形といった型染の流行につながりました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
縞模様や絣模様、裾模様、裏模様など、遠目には派手さや贅沢さが表に出ないこだわりが、ファッショニスタの条件とされ、



摘み草図 北尾重政筆 江戸時代 19世紀 東京国立博物館

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
代わりに髪型や帯結びが大きくなるというコーディネートが定着しました。このように、江戸時代のファッションは、その時代の趣向や社会の影響を受けながら、変遷を続けたことが伺えます。



大正〜昭和のコーディネート
山の手の奥様、お嬢様



振袖縮緬地和蘭陀風景模様
昭和11年 丸紅株式会社

振袖淡紅綸子地宮殿模様
昭和時代 国立歴史民俗博物館





移りゆく姿
高畠華宵筆
昭和時代

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
昭和初期に描かれた画家・高畠華宵の屏風「移り行く姿」には、女性の人生における様々なシーンと共にファッションが描かれています。明治初期から昭和初期にかけての女性のファッションの変遷が、日本の四季の変遷に従って描かれています。少女からご婦人まで、さまざまな年齢層の女性が描かれており、家柄もさまざまで、高畠華宵が、近代社会の表舞台で生き生きと活動する女性たちを、愛おしく思う視線が感じられます。



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
春の景色には、江戸時代末期に流行した縞や格子の模様のきものを来た女性が行き交っています。伝統的な袿袴姿を洋装風にアレンジした袿袴に靴を履いた皇室の女性と、鹿鳴館を訪れるような華族女性が並んで描かれています。また、着物に袴を履いた明治期の女学生の姿も見られます。



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
夏の景色には、デイ・ドレスやセーラー服、モガ・ファッションなど大正期のハイカラな洋装の若い女性、薄物の着物をまとった艶やかな女性の姿が見られます。チマ・チョゴリを着た朝鮮の女性やチャイナ・ドレスをまとった中国の女性も描かれ、当時の日本の政治的・社会的な立場も描かれています。また、遠景には水着を着た女性が海水浴をする姿も見られ、西欧のレジャーを楽しむ開放的な女性たちの時代を感じさせます。



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
秋の景色には、銀座などで職業婦人として働く女性やカフェーの女給など洋装姿が見られます。その一方で、一般女性の間では、パーマをかけたショートカットに西洋の薔薇模様の振袖といったように、近代的な着物姿も見られるようになりました。野良仕事をする女性の１人が、西洋のズボンと日本の袴とを合体させたような「モンペ」を履いて働く姿も見られます。女性の間ではまだ、和装が主流だった昭和初期において、洋装の要素が和装に取り入れられていった時代が映し出されています。



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そして、冬の景色には、伝統的な婚礼衣装を着て嫁入りする女性の姿があります。着物に毛皮の襟巻きを合わせたり、毛皮のコートにハイヒールを履いた女性、遠景には、スキー板とストックを手に山に向かっていく、セーターにズボン、マフラー姿の女性といったファッション・シーンが描かれています。高畠華宵は、顧客の娘の婚礼祝いとして昭和11年頃にこの絵を描いたと伝えられていますが、まさに、近代における女性のファッションの変遷を美しく華やかに描き出しているのです。



着物 縞地幾何模様銘仙 昭和時代
着物ピンク地牡丹模様銘仙 昭和時代
埼玉県立歴史と民俗の博物館

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
きもののモダニズムを語る上で欠かせないのは、銘仙の誕生です。西欧の産業革命の中で生まれた鮮やかな化学染料を用い、アール・ヌーボー、アール・デコ、キュビスム、グラフィック・アートなど、欧米の美術運動をきもののデザインに取り入れ、流行の華やかな着物を安価に手にすることのできた銘仙は、普段着にもお出かけ着にもできるきものとして、庶民に広く普及することとなりました。





プレゼンター
プレゼンテーションのノート
特に、現在、東京ファッションウィークにコレクションを発表するYOSHIKIMONOは、現代女性や外国人でも着られる着物というコンセプトのもと、着物を背中を胸元に当てて着装するという新しい着物の着方を提案するなど、もっとも現代的なKIMONOのあり方として、今後の着物の新しい方向性を提示しています。



昭和５２年、小学校の入学式



平成２４年、小学校の入学式



ありがとうございました。
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